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打
倒
」
の
闘
い
で
、
日
米
安
保
体
制
そ

の
も
の
を
粉
砕
す
る
こ
と
で
す
。

　「
４
・
28
」
と
は
、
１
９
５
２
年
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
発
効

で
、
沖
縄
の
本
土
か
ら
の
分
離
＝
米
軍

統
治
が
決
定
さ
れ
た
「
屈
辱
の
日
」
で

す
。
沖
縄
闘
争
の
原
点
で
あ
る
こ
の

日
、
本
土
―
沖
縄
、
そ
し
て
国
際
連
帯

で
す
べ
て
の
米
軍
基
地
を
撤
去
し
よ
う

と
呼
び
か
け
る
の
は
唯
一
、
全
学
連
の

み
で
す
。
国
会
と
同
時
に
、
法
政
大
に

お
い
て
も
デ
モ
に
立
ち
ま
す
。
学
生
と

し
て
の
全
存
在
を
か
け
、
闘
い
に
立
ち

上
が
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
第
二
の
方
針
は
、
６
・
15
国
会
包
囲

大
行
動
で
す
。「
戦
争
国
会
」
真
っ
た

だ
中
の
こ
の
日
を
、
全
学
連
は
安
倍
打

倒
の
最
大
の
闘
争
と
し
て
闘
い
ま
す
。

「
６
・
15
」
は
、
60
年
安
保
闘
争
の
頂

点
を
飾
る
日
と
し
て
歴
史
に
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
全
学
連
の
命
が
け
の
国
会
突

入
の
闘
い
は
、
機
動
隊
に
よ
る
東
大
生

・
樺
美
智
子
さ
ん
虐
殺
へ
の
怒
り
と
も

あ
い
ま
っ
て
、
全
国
の
広
範
な
人
び
と

の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

　
い
ま
私
た
ち
が
直
面
す
る
の
は
、
日

本
の
実
際
の
戦
争
へ
の
参
戦
で
あ
り
、

60
年
安
保
を
は
る
か
に
超
え
る
誰
も
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
情
勢
で
す
。
今
こ

そ
、
60
年
安
保
を
は
じ
め
と
す
る
闘
い

の
歴
史
的
蓄
積
と
、
青
年
・
学
生
の
何

も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
若
い
情
熱
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
闘

い
の
先
頭
に
全
学
連
が
立
つ
こ
と
で
初

め
て
可
能
と
な
り
ま
す
。
60
年
安
保
闘

争
は
「
ゼ
ン
ガ
ク
レ
ン
」
の
名
を
世
界

中
に
と
ど
ろ
か
せ
、
労
働
者
の
政
治
ス

ト
ラ
イ
キ
へ
の
決
起
な
ど
、
社
会
党
・

共
産
党
を
の
り
こ
え
る
新
し
い
闘
い
と

政
治
潮
流
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し

た
。「
６
・
15
」
は
新
し
く
も
壮
大
な

闘
い
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。

全
大
学
に
自
治
会
を

　
第
三
の
方
針
は
、
６
・
15
闘
争
を
前

後
し
て
行
わ
れ
る
全
国
大
学
で
の
学
生

自
治
会
執
行
部
選
挙
で
す
。
昨
年
11

月
、
京
都
大
で
公
安
警
察
を
摘
発
・
追

放
す
る
大
勝
利
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
潜
入
し
た
公
安
警
察

は
、
安
倍
政
権
に
よ
る
「
大
学
の
戦
争

動
員
」
の
一
環
と
し
て
、
学
内
で
の
反

戦
運
動
の
監
視
・
弾
圧
を
行
っ
て
い
た

の
で
す
。
京
大
生
の
闘
い
が
示
し
た
も

の
は
、
大
学
こ
そ
安
倍
戦
争
政
治
と
の

攻
防
の
最
前
線
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

「
戦
争
を
い
か
に
し
て
止
め
る
か
？
」

の
問
い
へ
の
具
体
的
回
答
で
す
。

　
今
年
の
全
国
で
の
学
生
自
治
会
選
挙

は
、
安
倍
戦
争
政
治
を
京
大
の
よ
う
に

実
力
で
う
ち
破
る
自
治
会
を
、
全
国
に

無
数
に
つ
く
り
出
す
闘
い
で
す
。
そ
れ

は
安
倍
打
倒
の
闘
い
そ
の
も
の
で
す
。

　
韓
国
・
民
主
労
総
は
、
４
〜
６
月
に

連
続
的
ゼ
ネ
ス
ト
に
立
ち
上
が
り
ま

す
。
全
国
の
自
治
会
選
挙
で
新
入
生
を

含
め
た
新
た
な
執
行
部
を
生
み
出
し
て

い
く
闘
い
は
、
民
主
労
総
と
連
帯
し
て

東
ア
ジ
ア
の
戦
争
危
機
を
う
ち
破
る
闘

い
で
あ
り
、
選
挙
過
程
を
通
し
て
全
学

ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ
め
次
な
る
闘
い
を

準
備
し
、
構
想
す
る
も
の
で
す
。

　
５
兆
円
を
超
え
る
過
去
最
大
の
軍
事

費
。
そ
の
一
方
で
、
大
学
中
退
者
の
４

割
近
く
が
「
経
済
的
理
由
」
で
大
学
を

去
ら
ざ
る
を
え
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
貧
困
を
も
利
用
し
た
戦
争
動
員
＝

「
経
済
的
徴
兵
制
」
が
論
議
さ
れ
、
東

大
を
は
じ
め
全
国
大
学
で
「
軍
事
研
究

禁
止
」
の
原
則
が
踏
み
破
ら
れ
て
い
ま

す
。
社
会
全
体
で
も
、
シ
ャ
ー
プ
や
電

通
を
は
じ
め
名
だ
た
る
大
企
業
で
大
規

模
な
首
切
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
資

本
主
義
に
は
な
ん
の
展
望
も
あ
り
ま
せ

ん
。
次
代
を
担
う
私
た
ち
青
年
・
学
生

が
未
来
の
た
め
に
声
を
上
げ
、
団
結
し

て
立
ち
上
が
る
の
は
今
だ
！

者
民
衆
に
と
っ
て
戦
争
は
、
他
国
の
人

び
と
と
殺
し
合
わ
さ
れ
、
使
い
捨
て
ら

れ
る
こ
と
で
す
。

　
安
倍
政
権
は
１
・
20
日
本
人
人
質
事

件
を
も
テ
コ
に
「
存
立
危
機
事
態
」
を

叫
び
、
戦
争
と
改
憲
を
狙
っ
て
い
ま

す
。「
自
衛
」
の
名
で
戦
争
を
正
当
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
中
東
や
朝
鮮

・
中
国
で
の
自
衛
隊
の
参
戦
を
狙
い
、

労
働
者
派
遣
法
改
悪
や
８
時
間
労
働
制

の
解
体
、
規
制
緩
和
・
民
営
化
・
外
注

化
で
大
衆
収
奪
を
強
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
福
島
「
棄
民
政
策
」
を
強
め
、

原
発
再
稼
働
を
狙
う
安
倍
政
権
。
沖
縄

の
米
軍
新
基
地
建
設
を
凶
暴
に
進
め
る

彼
ら
が
「
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
」
わ
け
が
な
い
。
安
倍
の
言
う
「
国

民
」
に
、「
99
％
」
の
私
た
ち
労
働
者

民
衆
は
入
っ
て
い
な
い
。
逆
に
、
青
年

・
学
生
・
兵
士
に
「
国
の
た
め
に
血
を

流
し
、
命
を
投
げ
出
せ
」
と
迫
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。

戦
争
の
な
い
社
会
を

　
全
学
連
は
４
・
28
沖
縄
デ
ー
と
６
月

15
日
に
国
会
包
囲
デ
モ
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
こ
の
大
成
功
の
た
め
、
何
よ

り
も
新
入
生
の
み
な
さ
ん
の
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
！
　「
ア
ラ
ブ
の
春
」
や
香

港
の
学
生
決
起
が
私
た
ち
に
衝
撃
と
感

動
を
与
え
た
よ
う
に
、
日
本
の
学
生
が

巨
大
な
国
会
デ
モ
を
実
現
し
た
時
、
必

ず
「
１
％
の
支
配
者
」
の
「
命
よ
り
カ

ネ
」
の
政
治
と
闘
う
世
界
の
人
び
と
を

励
ま
し
、
国
際
連
帯
を
つ
く
り
出
し
ま

す
。
戦
争
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
歴
史

を
選
択
し
よ
う
。
全
国
に
学
生
自
治
会

を
よ
み
が
え
ら
せ
、
安
倍
政
権
を
倒

し
、
社
会
を
根
底
か
ら
変
え
よ
う
！

達
し
、
虚
構
の
「
繁
栄
」
は
崩
壊
。
各

国
は
、
膨
大
な
財
政
支
出
で
国
家
に
矛

盾
を
肩
代
わ
り
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は

当
然
、
国
家
財
政
の
崩
壊
、
増
税
や
社

会
保
障
の
切
り
捨
て
＝
緊
縮
財
政
へ
つ

な
が
り
、
人
び
と
の
労
働
条
件
と
生
活

は
破
壊
さ
れ
、
大
失
業
・
貧
困
が
世
界

的
規
模
で
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
生
き
さ
せ
ろ
！
」
の
叫
び
と
反
乱

が
、
地
球
を
覆
っ
て
い
ま
す
。

　
歴
史
は
今
、
む
き
出
し
の
争
闘
戦
、

す
な
わ
ち
前
世
紀
の
二
つ
の
世
界
大
戦

時
の
よ
う
な
、
市
場
・
資
源
・
領
土
を

め
ぐ
る
世
界
的
戦
争
の
時
代
に
再
び
入

っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
者
民
衆
を
搾
取
し
て
甘
い
汁
を

吸
っ
て
き
た
「
１
％
」
の
支
配
者
た
ち

に
と
っ
て
、
世
界
を
巻
き
込
む
大
戦
争

は
三
つ
の
点
で
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
第
一
に
、
よ
り
金
も
う
け

に
適
し
た
環
境
を
奪
い
取
る
た
め
。
第

二
に
、「
危
機
」
を
あ
お
っ
て
国
内
の

民
衆
の
不
満
を
他
国
へ
そ
ら
す
た
め
。

第
三
に
、
労
働
者
の
国
際
的
つ
な
が
り

を
分
断
す
る
た
め
で
す
。
戦
争
の
結
果

は
、
過
去
の
歴
史
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う

に
、「
戦
勝
国
」
と
「
敗
戦
国
」
の
組

み
合
わ
せ
が
変
わ
る
だ
け
で
す
。
労
働

事
や
主
催
者
の
思
惑
を
は
る
か
に
超

え
、
参
加
者
の
怒
り
は
「
基
地
は
ど
こ

に
も
い
ら
な
い
！
」「
基
地
建
設
を
実

力
で
止
め
る
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
沖
縄
の
怒
り
と
闘
い
に
本
土
で
呼

応
す
る
こ
と
、
実
践
的
に
は
「
日
米
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
締
結
阻
止
・
安
倍
政
権

が
締
結
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
８

月
に
は
、
侵
略
の
歴
史
の
隠
蔽
（
い
ん

ぺ
い
）
と
挙
国
一
致
体
制
構
築
を
も
く

ろ
む
「
戦
後
70
年
談
話
」
が
出
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
来
年
に
は
、
改
憲

国
民
投
票
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
新
基
地
許
す
な

　
再
び
の
「
戦
争
へ
の
道
」
を
許
す
の

か
否
か
―
―
歴
史
的
大
決
戦
の
到
来
に

際
し
、
全
学
連
は
断
言
し
ま
す
。「
戦

争
を
止
め
る
道
は
す
で
に
明
ら
か
だ
。

決
戦
の
準
備
は
で
き
て
い
る
」
と
。

　
私
た
ち
は
三
つ
の
闘
い
を
や
り
抜
い

て
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
絶
対
に
戦
争

を
阻
止
し
ま
す
。

　
第
一
の
方
針
は
、
４
・
28
沖
縄
デ
ー

闘
争
で
す
。
米
軍
新
基
地

建
設
を
め
ぐ
り
大
激
突
が

開
始
さ
れ
て
い
る
沖
縄
県

名
護
市
の
辺
野
古
。
３
月

21
日
に
は
３
９
０
０
人
が

集
ま
り
、
基
地
建
設
反
対

の
大
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
基
地
の
県
外
移

設
」
を
唱
え
る
沖
縄
県
知

在
日
・
滞
日
外
国
人
の
労
働
者
も
合
流

し
て
５
７
０
０
人
の
大
集
会
と
な
り
ま

し
た
。
戦
後
最
大
の
労
働
運
動
つ
ぶ
し

で
あ
っ
た
１
９
８
０
年
代
の
「
国
鉄
分

割
・
民
営
化
」
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で
立

ち
向
か
っ
た
動
労
千
葉
の
闘
い
が
、
こ

う
し
た
国
際
連
帯
の
発
展
を
切
り
開
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
動
き
は
全
世
界
で
進
ん
で
い
ま

す
。
中
東
で
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

が
中
心
の
「
有
志
連
合
」
が
イ
ラ
ク
・

シ
リ
ア
空
爆
に
突
入
す
る
直
前
の
昨
年

６
月
、
イ
ラ
ク
労
働
者
評
議
会
・
労
働

組
合
連
盟
が
次
の
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。「
イ
ラ
ク
労
働
者
階
級
は
、
北
は

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
か
ら
南
部
の
は
ず
れ

ま
で
全
国
に
存
在
す
る
勢
力
で
あ
る
。

こ
の
勢
力
だ
け
が
、
イ
ラ
ク
の
細
分
化

と
分
断
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
わ
れ
わ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
介
入
を

拒
否
し
、
イ
ラ
ン
の
厚
か
ま
し
い
介

入
、
武
装
テ
ロ
リ
ス
ト
の
ギ
ャ
ン
グ
や

民
兵
に
よ
る
モ
ス
ル
そ
の
他
の
都
市
の

支
配
を
拒
否
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
差
別

や
宗
派
主
義
に
反
対
す
る
こ
れ
ら
の
都

市
の
人
民
の
要
求
を
支
持
す
る
」。
こ

れ
と
一
体
で
昨
年
９
月
、
ア
メ
リ
カ
の

港
湾
労
組
＝
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ｕ
が
パ
レ
ス
チ
ナ

労
働
組
合
総
同
盟
の
要
請
に
応
え
、
イ

ス
ラ
エ
ル
貨
物
船
の
受
け
入
れ
を
拒
否

し
て
闘
い
ま
し
た
。
国
家
・
民
族
・
宗

教
の
分
断
を
の
り
こ
え
た
労
働
者
の
国

際
連
帯
は
、
戦
争
・
貧
困
・
差
別
に
満

ち
た
資
本
主
義
社
会
の
あ
り
方
を
根
底

か
ら
覆
す
革
命
へ
発
展
し
て
い
ま
す
。

大
恐
慌
・
戦
争
と
対
決

　
07
年
以
来
、
世
界
は
歴
史
的
大
恐
慌

に
突
入
し
て
い
ま
す
。
蓄
積
し
た
過
剰

資
本
・
過
剰
生
産
力
の
矛
盾
は
限
界
に

は
じ
め
と
す
る
闘
う
労
働
運
動
が
あ
る

こ
と
を
。

　
こ
れ
ら
の
運
動
は
相
互
に
交
流
し
て

つ
な
が
り
、
国
境
を
こ
え
た
巨
大
な
行

動
へ
発
展
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
11
・

２
労
働
者
集
会
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
教

育
労
働
者
の
組
合
Ｕ
Ｔ
Ｌ
Ａ
、
民
主
労

総
か
ら
も
代
表
が
参
加
し
、
ド
イ
ツ
や

労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
＝

民
主
労
総
が
、
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ

に
決
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
。

中
国
で
は
、
年
間
１
０
０
万
件
と
も
言

わ
れ
る
労
働
争
議
が
激
発
し
、
中
国
共

産
党
の
言
い
な
り
の
御
用
労
組
と
対
決

し
、
続
々
と
独
立
労
組
が
結
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
。
こ
の
日
本
で
は
、
安
倍

政
権
と
対
決
し
、「
非
正
規
職
撤
廃
・

外
注
化
阻
止
」「
被
曝
労
働
拒
否
」
を

掲
げ
て
闘
う
動
労
千
葉
・
動
労
水
戸
を

　
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

こ
の
時
代
に
、
新
た
に
大
学
生
に
な
っ

た
み
な
さ
ん
は
幸
せ
で
す
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
世
代
が
な
か
な

　
第
２
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
70
年
。

「
新
た
な
世
界
戦
争
の
危
機
」
に
際
し

全
学
連
は
戦
争
阻
止
・
安
倍
打
倒
の
闘

い
に
渾
身
（
こ
ん
し
ん
）
の
力
で
立
ち

上
が
り
ま
す
。

　「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
日
本
人
人
質
殺

害
事
件
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
安
倍
首

相
の
１
月
中
東
歴
訪
を
も
っ
て
、
日
本

は
中
東
侵
略
戦
争
の
参
戦
国
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
の
「
７
・
１
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
」
を
受
け
、

本
年
５
〜
６
月
の
国
会
で
は
、
開
始
さ

れ
た
戦
争
を
正
当
化
し
、
全
世
界
へ
の

自
衛
隊
派
兵
と
戦
争
拡
大
を
狙
う
戦
争

法
制
定
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

先
立
つ
４
月
末
に
は
、
日
米
新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
）

1960年６・15闘争で国会南通用門を突破する全学連

学生の手で公安警察を摘発・追放した京都大学で、大規模な学生集会（昨年11月21日）

昨
年
の
10
・
21
国
際
反
戦
デ
ー
に
行
わ
れ
た
渋
谷
デ
モ
。
先
頭
で
コ
ー
ル
す
る

沖
縄
大
学
学
生
自
治
会
の
赤
嶺
委
員
長
と
横
断
幕
を
持
つ
斎
藤
全
学
連
委
員
長

か
経
験
で
き
な
か
っ
た
、

世
界
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る

大
き
な
歴
史
選
択
の
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
瞬
間
、
お
隣
の

韓
国
で
は
「
パ
ク
ク
ネ
政

権
打
倒
！
」
を
掲
げ
、
80

万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る

　
戦
争
法
案
粉
砕
と
安
倍
政
権
打
倒
へ
、
全
学
連
（
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合
）
は
４
月
28
日
と
６
月
15
日
に
国
会

デ
モ
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
戦
争
を
止
め
る
力
は
労
働
者
・
学
生
の
団
結
と
行
動
に
あ
る
。
若
き
青
年
・
学
生
の
闘
い

が
時
代
を
揺
る
が
し
、
社
会
を
変
え
、
未
来
を
切
り
開
く
。
全
国
３
０
０
万
学
生
の
み
な
さ
ん
、
と
も
に
闘
お
う
！

●全学連から新入生のみなさんに訴えます

戦争法案と改憲はばもう
４・
28
-６・
15
国
会
包
囲
デ
モ
へ

青
年
・
学
生
の
決
起
で
安
倍
は
倒
せ
る

全
世
界
の
闘
う
労
働
者
と
共
に

全
学
連
委
員
長     

斎
藤 

郁
真
（
法
政
大
学
）

学
生
運
動
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う

全
学
連
書
記
長   

坂
野 

陽
平
（
上
智
大
学
）

４
・
28
沖
縄
デ
ー
闘
争

６
・
15
国
会
包
囲
大
闘
争

６
月
15
日（
月
）
国
会
デ
モ
や
座
り
込
み
行
動

●
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
締
結
阻
止･

辺
野
古
新
基
地
建
設
許
す
な

４
月
28
日（
火
）12
時
30
分
集
合

　
法
政
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
１
時
30
分
デ
モ
出
発
）

午
後
４
時
新
橋
駅
か
ら
国
会
へ
デ
モ（
終
了
後
、座
り
込
み
）

（
呼
び
か
け
／
全
学
連
）
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学
生
自
治
会
の
力
で
戦
争
と
め
よ
う

安倍と資本家のために血を流すのか！

昨
年
11
月
の
民
主
労
総
労
働
者
大
会
（
ソ
ウ
ル
）

　
戦
争
と
原
発
に
加
担
す
る
新
自
由
主
義
大
学
を
変
え
る
の
は
、
団
結
し
た
学
生
の

力
で
す
。
大
学
の
主
人
公
は
学
生
で
す
。
全
学
連
は
京
都
大
―
広
島
大
―
沖
縄
大
と

自
治
会
を
再
建
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
が
新
入
生
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

70年４・28沖縄デー労学中央集会（東京・明治公園）

２
０
１
５
年
度
新
入
生
歓
迎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

学
生
の
闘
い
で
戦
争
と
め
よ
う
！

４
・
28
-６
・
15
大
結
集
へ
活
用
を

□
戦
争
に
突
き
進
む
安
倍
を
た
お
そ
う
！

□
大
学
の
戦
争
協
力
阻
止
！
　
京
大
の
闘
い
に
続
こ
う

□
国
際
連
帯
が
戦
争
を
止
め
る
力
だ
！

□
福
島･

沖
縄･

三
里
塚
の
怒
り
と
と
も
に
闘
お
う

〈主な内容〉
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今
年
は
青
年･

学
生
の

未
来
を
決
す
る
「歴
史
の

分
岐
点
」
で
す
。
全
国
の

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
戦
争
絶

対
反
対
の
声
を
巻
き
起
こ

し
、
４
・
28
-６
・
15
の

国
会
デ
モ
に
立
と
う
！
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撃
を
進
め
る
新
自
由
主
義

と
非
和
解
的
に
闘
っ
て
き

た
世
界
最
強
の
労
働
組
合

が
、
民
主
労
総
だ
。
日
本

に
お
け
る
新
自
由
主
義
攻

撃
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
１

９
８
０
年
代
の
国
鉄
分
割

・
民
営
化
攻
撃
に
ス
ト
ラ

イ
キ
で
対
決
し
、
今
も
外

注
化
阻
止
・
非
正
規
職
撤

廃
闘
争
を
闘
う
動
労
千
葉

と
国
境
を
こ
え
て
団
結

し
、
毎
年
11
月
の
東
京
で

の
全
国
労
働
者
総
決
起
集

会
に
参
加
し
て
い
る
。

　
か
つ
て
マ
ル
ク
ス
は
、

『
共
産
党
宣
言
』
で
「
万

国
の
労
働
者
、
団
結
せ

よ
！
」
と
訴
え
た
。
労
働

者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち

上
が
る
こ
と
で
、「
社
会

の
生
産
を
担
う
主
人
公
」

と
し
て
の
誇
り
と
団
結
を

取
り
戻
す
。
政
府
・
資
本

の
振
り
ま
く
愛
国
主
義
や

排
外
主
義
を
の
り
こ
え
、

国
境
・
人
種
・
国
籍
を
こ

え
た
団
結
を
つ
く
り
出
す

中
に
、「
１
％
」
の
資
本

家
の
利
益
の
た
め
の
戦
争

を
止
め
る
力
が
あ
る
。
日

韓
の
国
際
連
帯
の
発
展
が

「
革
命
の
現
実
性
」
だ
。

学
生
の
未
来
も
、
労
働
者

階
級
と
と
も
に
闘
い
、
資

本
主
義
・
帝
国
主
義
を
打

倒
す
る
中
に
あ
る
。

れ
こ
そ
社
会
を
変
え
る
現
実

的
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
新
入
生
の
み
な
さ
ん
。
ぜ

ひ
一
緒
に
こ
の
社
会
を
変
え

ま
し
ょ
う
。
侵
略
戦
争
に
突

き
進
む
安
倍
政
権
、
そ
し
て

学
生
の
力
を
み
く
び
り
自
治

破
壊
を
強
行
す
る
大
学
当
局

を
打
倒
し
ま
し
ょ
う
。
学
生

自
治
会
運
動
の
真
骨
頂
と
も

い
え
る
反
戦
闘
争
を
と
も
に

担
い
、
４
・
28
沖
縄
デ
ー
闘

争
と
６
・
15
国
会
包
囲
デ
モ

を
一
緒
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！

だ
。

　
労
働
者
民
衆
に
一
切
の

矛
盾
と
犠
牲
を
押
し
つ
け

て
「
戦
争
と
大
失
業
」
攻

　
南
朝
鮮
・
韓
国
の
労
働

組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
民
主
労
総

（
全
国
民
主
労
働
組
合
総

連
盟
、
約
80
万
人
）
は
、

パ
ク
ク
ネ
政
権
の
「
大
資

本
優
遇
・
首
切
り
・
賃
下

げ
・
非
正
規
職
化
」
攻
撃

と
対
決
し
、
４
月
24
日
か

ら
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ

（
全
社
会
的
な
一
斉
ス

ト
）
に
突
入
す
る
。
５
月

１
日
の
メ
ー
デ
ー
に
は
、

首
都
ソ
ウ
ル
に
組
織
の
総

力
を
投
入
し
て
大
規
模
闘

争
に
決
起
す
る
。

　
全
学
連
が
呼
び
か
け
る

戦
争
法
案
粉
砕
の
４
・
28

国
会
デ
モ
（
沖
縄
デ
ー
闘

争
）
は
、
こ
の
韓
国
労
働

者
階
級
の
感
動
的
な
闘
い

と
一
体
の
国
際
連
帯
闘
争

大
学
・
社
会
を
変
え
よ
う
」

と
、
学
生
自
治
会
を
つ
く
り

運
動
し
て
き
ま
し
た
。

　「
学
生
に
は
大
学
・
社
会

を
変
え
る
力
が
あ
る
」
と
僕

た
ち
は
考
え
ま
す
。
学
生
自

治
会
の
も
と
に
全
学
生
が
団

結
し
運
動
を
展
開
す
る
、
こ

　
大
学
自
治
は
、
第
２
次
世

界
大
戦
と
ア
ジ
ア
侵
略
戦
争

の
惨
禍
を
経
て
、「
二
度
と

侵
略
戦
争
を
許
さ
な
い
」
と

い
う
強
烈
な
思
い
の
中
か
ら

生
ま
れ
ま
し
た
。
社
会
の
た

め
に
あ
る
べ
き
大
学
と
学
問

が
、
戦
時
下
で
は
率
先
し
て

国
家
に
協
力
し
、
多
数
の
犠

牲
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
反
省
の
上
に
学
生
た
ち

は
、「
二
度
と
大
学
を
戦
争

協
力
の
場
に
し
な
い
」「
そ

の
た
め
に
自
分
た
ち
の
手
で

　
今
の
大
学
の
あ
り
方
は
お

か
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学

生
の
団
結
し
た
力
で
大
学
を

変
え
よ
う
と
、
私
た
ち
は
自

治
会
再
建
委
員
会
を
つ
く
り

ま
し
た
。
戦
争
・
原
発
を
進

め
る
安
倍
政
権
に
は
断
固
反

対
で
す
。

　
全
国
の
新
入
生
の
み
な
さ

ん
。
４
・
28
闘
争
―
６
・
15

国
会
デ
モ
に
立
ち
上
が
ろ

う
！
　
富
大
新
入
生
の
み
な

さ
ん
。
私
た
ち
と
と
も
に
声

を
上
げ
、
一
緒
に
自
治
会
を

つ
く
ろ
う
！

０
０
人
が
集
ま
り
、
力
強
く

原
発
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

　
川
内
・
高
浜
を
は
じ
め
全

国
で
の
原
発
再
稼
働
、
そ
し

て
高
線
量
汚
染
地
域
へ
の
帰

還
強
制
な
ど
の
「
福
島
圧
殺

＝
棄
民
政
策
」
へ
の
怒
り
が

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

福
大
生
は
立
ち
上
が
ろ
う
。

全
国
学
生
は
、
福
島
と
と
も

に
声
を
あ
げ
よ
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
闘
う
学

生
自
治
会
が
必
要
で
す
。
福

島
と
全
国
が
つ
な
が
り
、
学

生
が
団
結
し
て
行
動
を
開
始

す
れ
ば
原
発
も
戦
争
も
止
め

ら
れ
ま
す
。
安
倍
打
倒
―
福

大
自
治
会
建
設
へ
、
一
緒
に

闘
お
う
！

業
な
ど
で
「
原
発
推
進
」
を

う
た
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
大
学
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
」
の
名
の
も
と

に
、
学
生
を
「
労
働
力
商

品
」
と
し
て
し
か
見
て
い
ま

せ
ん
。
東
大
の
軍
事
研
究
問

題
で
も
明
ら
か
な
通
り
、
大

学
は
戦
争
協
力
の
場
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

大
は
経
営
協
議
会
に
久
和
進

・
北
陸
電
力
社
長
を
迎
え
て

電
力
資
本
と
深
く
癒
着
（
ゆ

ち
ゃ
く
）
し
、
講
演
会
・
授

　
い
ま
全
国
の
大
学
で
は
、

安
倍
政
権
の
進
め
る
「
大
学

改
革
」
に
よ
り
、
原
発
推
進

と
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
３
・
11
大
震
災
か
ら
４
年

が
た
っ
て
も
福
島
第
一
原
発

事
故
は
収
束
で
き
な
い
ど
こ

ろ
か
、
全
国
で
原
発
再
稼
働

の
動
き
が
強
ま
る
中
、
富
山

も
に
立
ち
上
が
ろ
う
！ 

　

福
島
の
地
か
ら
訴
え
ま
す
。

　
２
月
３
日
、
福
島
大
で
反

原
発
の
ビ
ラ
を
ま
い
て
い
た

学
生
が
、「
暴
行
罪
」
を
デ

ッ
チ
あ
げ
ら
れ
不
当
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の

弾
圧
に
強
く
抗
議
し
、
２
月

24
日
に
不
起
訴
釈
放
を
か
ち

と
り
ま
し
た
。
敵
は
反
原
発

を
訴
え
る
者
へ
弾
圧
を
か
け

ま
す
が
、
団
結
し
て
闘
え
ば

そ
れ
を
う
ち
破
れ
ま
す
。

　
原
発
事
故
か
ら
４
年
。
今

年
の
「
３
・
11
反
原
発
福
島

行
動
」
に
は
全
国
か
ら
１
１

　
戦
争
と
原
発
再
稼
働
の
安

倍
政
権
を
た
お
す
た
め
、
と

東北大川内キャンパスをデモする学生。学
生大会への結集を呼びかけた（昨年11月）

し
、「
平
和
を
希
求
す
る
精

神
」
を
掲
げ
な
が
ら
８
月
６

日
に
学
生
が
デ
モ
を
や
る
こ

と
を
弾
圧
す
る
広
島
大
。
安

倍
政
権
の
原
発
・
戦
争
政
策

に
加
担
し
て
い
る
と
し
か
言

い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
戦
争
協
力
・
福
島
切
り
捨

て
を
進
め
る
今
の
大
学
体
制

を
否
定
し
、
学
生
自
治
会
の

力
で
大
学
の
権
力
を
安
倍
政

権
や
一
部
の
大
企
業
か
ら
取

り
戻
し
、
安
保
・
戦
争
国
会

反
対
の
巨
大
な
デ
モ
を
つ
く

り
出
そ
う
！

争
協
力
」
を
許
さ
ず
、
団
結

し
て
と
も
に
闘
お
う
。

　
昨
年
７
月
１
日
の
「
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
閣
議
決

定
」
で
、
戦
後
の
あ
り
方
は

一
変
し
ま
し
た
。
武
器
輸
出

の
拡
大
、
大
学
で
の
軍
事
研

究
、「
経
済
的
徴
兵
制
」
の

議
論
が
始
ま
り
、「
大
学
の

戦
争
協
力
」
が
現
実
味
を
帯

び
て
き
ま
し
た
。

　
広
島
大
で
は
武
器
輸
出
企

業
・
三
菱
重
工
相
談
役
が
経

営
協
議
会
に
入
り
、
安
倍
政

権
と
一
体
で
「
大
学
改
革
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
被
爆
地

・
広
島
に
あ
り
な
が
ら
、
原

発
事
故
以
降
、「
国
の
基
準

値
を
守
れ
ば
安
全
」
と
福
島

の
人
び
と
を
放
射
能
に
さ
ら

　
私
た
ち
は
戦
争
国
家
体
制

づ
く
り
に
反
対
し
、
６
月
15

日
に
戦
争
国
会
粉
砕
の
デ
モ

に
立
ち
ま
す
。「
大
学
の
戦

法政大学文化連盟を先頭に不当処分撤回を
求めて市ケ谷一帯をデモ行進（昨年４月）

ら
、
学
内
で
は
沖
大
生
の
決

起
に
敵
対
し
、
完
全
に
安
倍

の
手
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
当
局
の
弾
圧
・
分
断

を
う
ち
破
り
、
巨
万
の
学
生

が
決
起
す
る
こ
と
に
戦
争
と

基
地
建
設
を
阻
止
す
る
力
が

あ
り
ま
す
。
と
も
に
歴
史
を

変
え
る
闘
い
の
先
頭
に
立
と

う
！

建
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
起
に
沖
大
当
局
は

露
骨
な
集
会
破
壊
や
「
集
会

開
催
」
を
理
由
と
し
た
私
へ

の
処
分
で
襲
い
か
か
り
、
学

生
自
治
会
を
「
反
社
会
的
団

体
」
呼
ば
わ
り
す
る
看
板
ま

で
設
置
し
ま
し
た
。
仲
地
博

学
長
は
地
元
紙
な
ど
で
「
新

基
地
反
対
」
と
言
い
な
が

　
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
、

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止

・
戦
争
国
会
粉
砕
」
に
向
け

て
、
４
・
28
沖
縄
デ
ー
闘
争

と
６
・
15
国
会
包
囲
闘
争
に

と
も
に
立
ち
上
が
ろ
う
と
訴

え
ま
す
！

　
安
倍
政
権
は
国
会
で
の
戦

争
法
制
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
沖
縄
の
怒
り
を
踏
み
に

じ
っ
て
名
護
市
・
辺
野
古
へ

の
米
軍
新
基
地
建
設
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
沖
大
生
は

「
こ
れ
を
絶
対
に
阻
止
し
た

い
！
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

昨
年
５
月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
反

戦
集
会
を
行
い
、
全
学
シ
ー

ル
投
票
で
学
生
自
治
会
を
再

沖縄大学当局の集会妨害を打ち破り、赤嶺自治会委
員長がキャンパス中央で演説を行うと、多くの沖大
生が注目し、演説に真剣に聴き入った（昨年５月）

今
年
の
３
・
11
福
島
行
動
。「
原
発
い
ら
な
い
！

　
再
稼
働
反
対
！
」
と
デ
モ
（
郡
山
）

点
で
、「
大
学
の
戦
争
協

力
」
の
最
も
悪
質
な
形
態
で

す
。「
１
２
６
人
の
逮
捕
―

34
人
の
起
訴
」
と
い
う
弾
圧

を
は
ね
返
し
て
団
結
を
固
め

て
き
た
法
大
闘
争
の
中
に
、

大
学
を
取
り
戻
し
戦
争
を
阻

止
す
る
展
望
が
開
け
て
い
ま

す
。
と
も
に
法
大
闘
争
に
立

ち
上
が
ろ
う
。
４
・
28
法
大

デ
モ
に
参
加
し
、
大
学
か
ら

社
会
を
変
え
よ
う
！

ま
す
。「
自
由
の
学
風
、
大

学
自
治
の
京
大
」
は
、
も
は

や
影
も
形
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
が
団
結
し
て

行
動
し
た
時
、
変
え
ら
れ
な

い
も
の
は
ひ
と
つ
も
あ
り
ま

せ
ん
。
警
察
も
総
長
も
こ
わ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
と
一
緒

に
国
会
デ
モ
に
参
加
し
未
来

を
切
り
開
こ
う
！

の
一
員
と
し
て
の
大
学
を
生

み
出
し
て
き
ま
し
た
。
大
学

の
腐
敗
は
安
倍
政
権
の
も
と

で
、
戦
争
協
力
に
ま
で
行
き

着
い
て
い
ま
す
。

　
万
人
の
幸
福
・
利
益
の
た

め
に
あ
る
べ
き
大
学
と
教
育

が
、
国
家
と
独
占
資
本
の
利

益
に
奉
仕
し
、
福
島
切
り
捨

て
と
戦
争
に
加
担
す
る
現
実

に
対
し
、
今
こ
そ
学
生
が
声

を
上
げ
よ
う
。
と
り
わ
け
法

大
・
田
中
優
子
総
長
体
制
は

「
反
戦
・
反
安
倍
」
を
か
た

り
な
が
ら
安
倍
の
「
大
学
改

革
」
を
率
先
し
て
実
行
す
る

　
法
大
闘
争
は
「
一
大
学
の

問
題
」
を
こ
え
、
社
会
の
未

来
を
決
す
る
闘
い
で
す
。
学

生
へ
の
規
制
強
化
を
推
し
進

め
、「
営
業
権
」
を
理
由
に

デ
モ
・
集
会
が
禁
圧
さ
れ
る

法
大
の
現
実
。
学
生
自
治
を

破
壊
し
、
金
も
う
け
を
一
切

に
優
先
さ
せ
る
大
学
の
あ
り

方
こ
そ
、「
原
子
力
ム
ラ
」

が
、
獄
内
外
の
闘
い
で
年
度

内
の
奪
還
を
か
ち
と
り
ま
し

た
。

　
安
倍
政
権
は
本
気
で
戦
争

に
突
き
進
み
、
京
大
・
山
極

寿
一
総
長
は
何
の
批
判
的
立

場
も
な
く
「
大
学
改
革
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
学
生
は

競
争
・
分
断
の
中
で
、
戦
争

に
動
員
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

　
学
生
の
団
結
し
た
力
で
戦

争
を
止
め
、
腐
っ
た
社
会
を

革
命
し
よ
う
！
　

　
昨
年
、
京
都
大
で
は
学
生

に
戦
争
を
止
め
る
力
が
あ
る

こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。

「
戦
争
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
政
策
」
を
強
行

す
る
松
本
紘
前
総
長
を
打
倒

し
ま
し
た
。
11
月
に
は
、
自

治
会
活
動
を
担
う
２
人
の
学

友
が
逮
捕
さ
れ
る
弾
圧
が
あ

り
ま
し
た
が
、
仲
間
を
奪
わ

れ
た
怒
り
に
燃
え
て
闘
い
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
ス
パ
イ
活
動

を
し
て
い
た
公
安
警
察
を
摘

発
・
追
放
し
ま
し
た
。
12
月

に
は
、
私
自
身
に
デ
ッ
チ
あ

げ
逮
捕
―
起
訴
―
長
期
勾
留

の
弾
圧
が
か
け
ら
れ
ま
し
た

沖
縄
・
福
島
の
圧
殺
を
許
す
な

韓国・民主労総がゼネスト
４・28決起で国際連帯を

京都大

腐
っ
た
社
会
を
革
命
す
る
時

作
部 

羊
平

京
都
大
学
全
学
自
治
会
同
学
会
書
記
長

法政大

大
学
と
教
育
を
と
り
戻
そ
う

武
田 

雄
飛
丸

法
政
大
学
文
化
連
盟
委
員
長

沖縄大

団
結
し
新
基
地
建
設
阻
止
へ

赤
嶺 

知
晃

沖
縄
大
学
学
生
自
治
会
委
員
長

広島大

大
学
の
戦
争
協
力
と
対
決
を

百
武 

拓

広
島
大
学
学
生
自
治
会
委
員
長

福島大

原
発
も
戦
争
も
止
め
ら
れ
る

樋
口 

正
太
郎

福
島
大
学

富山大

自
治
会
を
つ
く
っ
て
闘
お
う

藤
井 

優
輔

富
山
大
学

東北大

学
生
の
団
結
が
社
会
変
え
る

澤
田 

光
司

東
北
大
学
学
生
自
治
会
委
員
長
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